
果
汁
７
滴
の
各
酎
ハ
イ
の
問
題
広
告

あ
る
缶
附

ハ
イ
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
見
た
。

広
場
に
た
く
さ
ん
の
果
物
を

積
み
、

周
囲
に
沖
縄
農
村
の
人
々
が
集
ま

り
、

男
性
が
頭
の
上
に
ド
ラ
ム
缶
の
よ
う

な
缶
を
載
せ
、

現
地
の
女
性
と
踊
る
。

途

中
に
は
手
で
来
実
を
握

っ
て
絞
る
場
面
が

挿
入
さ
れ
、

最
後
に
沖
縄
の
民
族
衣
装
を

着
た
若
い
女
性
が
缶
酎

ハ
イ
を
飲
む
。

た
ま
た
ま
酒
の
量
販
店
で
、

そ
の
缶
酎

ハ
イ
を
見
つ
け
た
。

缶
の
側
面
に
は
大
き

な
果
実
の
絵
と

「沖
縄
」
の
文
字
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
、

下
に

「お
酒
」
と
書
か
れ
て

い
る
。

沖
縄
特
産
の
来
実
を
主
原
料
と
し

た
缶
酎

ハ
イ
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
下
方

に
小
さ
く

「来
汁
○

・
一
％
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
呆
実
を
絞

る
場
面
を
見
て
い
た
の
で
、

こ
の
呆
汁
濃

度
の
低
さ
に
は
驚
い
て
し
ま

っ
た
。

○

・
一
％
と
は
、　

一
滴
が
約
○

・
〇
五

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
な
の
で

一
缶
二
五
〇
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
中
わ
ず
か
七
滴
。

ち
な
み
に
ア

ル
コ
ー
ル
が

一
％
未
満
で
あ
れ
ば
ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
と
み
な
さ
れ
な

い
。

呆
汁
が

一
％
の

一
〇
分
の

一
な
ら
、

「呆
汁
は
含
ま

れ
て
い
な
い
」
と
言

っ
た
方
が
い
い
。

ほ
か
の
缶
町
ハ
イ
は
比
較
的
濃
度
が
高

く
、

二
〇
％
を
越
す
商
品
も
あ
る
。

七
滴

で
も
、

同
じ
く
缶
に
果
物
の
絵
や
写
真
が

プ
リ
ン
ト
で
き
る
の
は
お
か
し
い
。

調
べ

る
と
昨
年

一
一
月
か
ら
果
汁
飲
料
と

「低

ア
ル
コ
ー
ル
度
リ
キ
ュ
ー
ル
類

（缶
酎

ハ

イ
こ

の
誤
認
を
避
け
る
た
め
、

来
実
の

絵

・
写
真
は
行
の
側
面
積
の
二
五
％
以
下

と
い
う
自
主
基
準
を
施
行
し
た
と
い
う
。

缶
酎
ハ
イ
の
安
売
り
合
戦
は
最
近
で
は

少
な
く
な

っ
た
と
い
う
が
、

清
涼
飲
料
水

並
の
安
さ
で
あ
る
。

ほ
か
の
酒
類
の
売
り

上
げ
が
低
迷
す
る
な
か
、

缶
酎

ハ
イ
を
合

む
低
ア
ル
コ
ー
ル
度
リ
キ
ュ
ー
ル
類
の
販

売
は
こ
こ

一
四
年
連
続
で
過
去
最
高
を
続

け
て
い
る

（国
税
庁
〇
六
年
度
課
税
数

量
）
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
な

い
女
性
が
行

附
ハ
イ
を
飲
む
場
面
が
出
る
よ
う
に
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
若
い
女
性
で
あ
ろ
う
。

私
は
内
科
の
診
療
所
で
、

軽
症
を
含
め

た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
統
計
を
と

っ

た
こ
と
が
あ
る
。　

〓

一年
前
ま
で
の
統
計

で
、

す
で
に
若
い
女
性
の
軽
症
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
増
加
が
見
ら
れ
、

当
時
で
男

女
比
は
七
対

一
程
度
で
あ

っ
た
。

吐
き
気

や
腹
痛
な
ど
の
症
状
を
軽
減
し
て
も
ら
う

た
め
に
く
る
だ
け
で
、

若
い
女
性
に
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
い
う
意
識
は
な
い
。

現
在
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
専
門
精

)

神
病
院
に
お
け
る
入
院
息
者
の
男
女
比
は

若
い
息
者
さ
ん
ほ
ど

一
対

一
に
近
い
と
い

う
。

缶
酎

ハ
イ
や
梅
酒
な
ど
、

若
い
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
宣
伝
広
告
の
た
ま

も
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
は
単
な

る
暗
好
品
で
は
な
い
。

嗜
好
品
の
性
格
を

併
せ
持

つ
向
精
神
物
質
で
あ
る
。

七
満
を
加
え
た
だ
け
で
缶
に
果
実
の
絵

を
プ
リ
ン
ト
で
き
る
白
主
基
準
は
改
め
、

「呆
汁
の
濃
度
に
比
例
し
た
大
き
さ
の
デ

ザ
イ
ン
と
し
、

上
限
を
二
五
％
と
す
る
」

と
改
め
る
べ
き
だ
。

サ
ン
ト
リ
ー
社
は
ウ

イ
ス
キ
ー
の
宣
伝
に
、

「何
も
足
さ
な
い
、

何
も
引
か
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
使

っ
て
い
る
。

「七
満
だ
け
加
え
た
缶
酎

ハ
イ
」

の
宣
伝
は
問
題
商
品
の
問
題
広
告
。

実
際

の
商
品
と
果
な
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
自
粛

か
修
正
す
べ
き
だ
。

こんなこと、やつてます

加
藤
純
工

ぞ
つ
じゆ々

援
霙
匡

市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
の
自
己
紹
介
檎
で
す
。

連
絡
先

（住
所
。電
話
番
号
）
を
含
め
崎
字
×
４０
行
で

「こ
ん
な
こ
と
、

や
っ
て
ま
す
」
係
党
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
の
場
合
は
ご
連
絡
し
ま
す
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
自
由
学
校
は

一
九
八
二
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な

市
民
の
学
校
。

紹
介
す
る
の
は
、

旅
の

体
験
か
ら
私
た
ち
が
次
の
一
歩
を
ど
う

踏
み
出
し
て
い
く
の
か
を
発
見
、

そ
し

て
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
北
九
州
筑
豊
炭
鉱
三
日
間
　
山灰
鉱
の

間
を
砦
に
し
て
―
―
近
代
化
を
支
え
た

人
び
と
の
歴
史
に
出
会
う

（講
師
は
横

川
揮
雄
さ
ん

・
強
制
動
員
真
相
究
明
福

岡
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
九
月
二
一
一～
二
四
日
▼
四
万
五
〇
〇

〇
円

（予
工定
、

現
地
ま
で
の
往
復
交
通

費
各
自
）
▼
中
込
締
切

・
九
月

一
〇
日

▼
ツ
ア
ー
内
容

一
日
目

「闇
を
砦
に
―
―
炭
鉱
労
働
者

た
ち
の
生
き
た
時
代
と
は
」

二
日
日

「″筑
豊
二
炭
都
″
が
現
在
抱
え

る
課
題
■
歴
史
の
忘
却
と
改
ざ
ん
に
抗

し
て
」
飯
塚
炭
鉱

・
田
川
炭
鉱
な
ど
。

工
Ｈ
日
　
直
方
市
石
炭
記
念
館
な
ど
。

■
沖
縄
工
日
岡
　
グ
グ
ラ
ス

・
ラ
ミ
ス

さ
ん
と
歩
い
て
考
え
る
安
保

・
朱
地

・

平
和

（講
師
は
グ
グ
ラ
ス

・
ラ
ミ
ス
さ

ん

，
政
治
学
者
）

▼
一
〇
月
六
～
人
Ｈ
▼
四
万
人
○
○
○

円

（予
定
、

現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費

各
自
）
▼
中
込
締
切

・
九
月
，

一
日

▼
ツ
ア
ー
内
容

一
日
日

「沖
縄
の
歴
史
を
学
び
な
お
す
」

平
和
祈
念
資
料
館

・
韓
同
人
慰
霊
塔
。

ｉ
Ｈ
日

「安
保

・
本
地

・
米
軍
」
安
保

の
Ｒ

・
普
天
問
米
地

・
読
谷
村
な
ど
。

二
日
日

「基
地
の
な
い
沖
縄
の
可
能
性
」

や
ん
ば
る
の
森
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。

【中
込
み

，
お
問
合
せ
】
ア
ジ
ア
太
平

洋
資
料
セ
ン
タ
ー
（Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
一四
〇３

・

５
２
０
９

・
３
４
５
０
田
０３

・
５
２
０

９

・
３
４
５
３
Ｍａｌ‐一亀
汗
め
①
ｏ
鰐
ユ
甲

ｏヽ
叫
性
ゴ
市市，
ミ
〓
電
〓
・ｏ
や、命こ．甲
ｏ
、崎

①
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